
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

0.32 0.21平均値 40.61 37.62 41.79 43.44 48.09平均値 56.41 57.35 57.93 58.88 59.48

全体総括

○指標の分析からは、これまでのところ、経営は
堅調に推移している。
○当該期間中、「第３次経営計画（H25～H30）」
の収支計画に基づき経営の健全化・効率化を推進
してきたが、H30年度に第４次経営計画(2019～
2028）を策定し、経営比較分析表の一部指標を経
営管理指標に新たに取り入れるとともに、安定供
給体制の強化や老朽化・耐震化対策を計画的かつ
効率的に行うこととした。
○企業債については、老朽化・耐震化対策による
支出の増加が見込まれるが、新規企業債発行の抑
制と着実な償還により、計画的な企業債残高の増
嵩の抑制を図っていく。
○「工業用水道事業施設整備１０か年計画(2019～
2028）」に基づき、計画的かつ効果的な投資を行
うとともに、新技術、新工法の導入や効率的な施
工方法の採用等で工事コストを削減し、経費支出
の抑制に努めていく。
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2. 老朽化の状況

平均値 79.72 79.70 79.42 79.20 80.50平均値 57.65 57.52 57.55 57.69 58.56平均値 17.10 16.91 16.85 16.80 17.03平均値 118.20 119.50 118.99 119.17 117.72

当該値当該値 8.31 8.50 8.38 8.42 8.51 92.89 92.88 92.02 92.41当該値 64.38 63.93 63.90 63.51 61.04
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2. 老朽化の状況について

○有形固定資産減価償却率は、全国平均より低い
が、上昇傾向にあり、施設の老朽化に伴い、保有
資産が法定耐用年数に近づきつつある。「工業用
水道事業施設整備１０か年計画（2019～2028）」
に基づき、計画的かつ効率的に施設の更新を行っ
ていく。
○管路経年化率（隧道を含む）は、全国平均を下
回っているが、上昇傾向にある。これについて
は、「工業用水道事業施設整備１０か年計画
（2019～2028）」に基づき、計画的かつ効率的に
更新を行っていく。
　※隧道を除く管路経年化率は、４０．１％。
○管路更新率（隧道を含む）は、全国平均を下
回っている。これについては、「工業用水道事業
施設整備１０か年計画（2019～2028）」に基づ
き、計画的かつ効率的に更新を行っていく。
  ※新たに布設した管で布設替に伴い布設した管
路延長を計上。
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当該値 118.82 116.40 116.71 114.06 109.98
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平均値 297.23 272.80 255.89 242.57 235.79平均値 221.79 312.67 345.05 379.14 394.58平均値 50.49 23.81 22.44 18.82 17.88平均値 122.19 123.35 121.58 121.19 120.32

当該値当該値 428.02 0.00 0.00 0.00 0.00113.43
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分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

○経常収支比率は、前年度に比べ自主節水減免の
増に伴う減収等により減少しているものの、１０
０％以上であり、給水収益以外の収入への依存も
低く、経営の健全性は確保されている。
○累積欠損金比率は、０％であり、経営の健全性
は確保されている。
○流動比率は、１００％以上であり、前年度に比
べ長期貸付の返還等により増加し、経営の健全性
は確保されている。
○企業債残高対給水収益比率は、全国平均より高
く、経年的には横ばいとなっている。これは、老
朽化・耐震化対策の推進に合わせ企業債を発行し
ているためである。
○料金回収率は、前年度に比べ自主節水減免の増
等に伴う減収等により減少しているものの、１０
０％以上であり、経営の健全性は確保されてい
る。
○給水原価は、前年度に比べほぼ横ばいであり、
全国平均より低く、効率的な経営が行われてい
る。
○施設利用率は、前年度に比べ自主節水の増等に
よる配水量の減により減少しているものの、全国
平均より高く、施設規模は適正である。
○契約率は、１００％に近く、また全国平均と比
較しても高い水準であり、適切な規模の投資がで
きている。

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 122.33 119.28 119.46 117.22

- 72.4 125 1,580,310 自治体職員 【】

■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m3/日) 管理者の情報 －

法適用 工業用水道事業 1,710,050 大規模 14 1,043,900

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m3/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m3)

経営比較分析表／団体全体（平成30年度決算）
山口県

【事業概要】
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